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つながりをつくっていく

お母さんたちの居場所をつくりたい
　小さな命をお腹に宿し赤ちゃんを迎えた時から、女性
はいろんな現実を目の当たりにし、様々な感情を溢れさ
せ始めます。赤ちゃんを迎える喜び、幸せ、戸惑い、不
安、苛立ち、孤独…でも、母親になったという責任感か
ら負の感情にふたをして頑張ろうとしてしまうお母さん
が多いのではないかと思います。
　私は、知的障がいを伴う自閉症の娘を通して親の会に
所属し活動するとともに、クリニックに併設する病児保
育室の保育士として働いています。“ふつう”に成長して
くれるのがあたりまえだと信じていた子育てが、産まれ
た時から成長のスピードは一人ひとり違うこと、そして
それがあたりまえで大切にすべきことなんだ、と学ばせ
ていただきました。そうして、その経験や葛藤から、孤
独に子どもと必死に向き合うお母さん方に寄り添い、何
かできることはないかと感じるようになりました。
　そんな折、クリニックで子育て支援の分野を立ち上げ
る話をいただきました。世代にとらわれず、お父さんや
お母さん、おじいさんやおばあさんと、子どもたちを見
守り、子育てのことを気軽に話せる場、地域の駆け込み
寺のような居場所をつくりたい、という思いを込めて活
動しています。その一環として、BPプログラムを取り
入れたいと考え、ファシリテーター養成講座を受講させ
ていただきました。
　赤ちゃんを迎えたお母さん方が、気持ちを共有できる
仲間をつくることで心の安定を持てたり、これでいいん
だと自信を持てたり…また、お母さん方がしんどくなっ
た時にいつでも帰ってくることのできる居場所のひとつ
になればと考えています。

まずはクリニックで開催
　養成講座は、実際のBPプログラムで行うセッション
の一部を実体験しながら進む講座なので、ファシリテー
ター側や受講する側、両方の気持ちを感じながら学ぶこ
とができました。そして、２日間の受講期間とは思えな
いほど、受講者との関係が近くなるのを覚えました。そ
のような“つながり”をつくれることに大きな魅力を感じ、
このプログラムを地域でぜひ進めたいと感じました。
　ではどのように進めていこうかと考えた時、できれば
先進地域のように市行政と協力しながら行うことで、偏
りなく各家庭に情報を伝え参加できるチャンスをつくり
たいと思いました。しかし行政に掛け合うも、すぐには
具体的な動きにつながることは難しく、将来を見据えな
がら、まずはクリニックを軸として進めていくこととし
ました。少しでも早く取り組むことで、お母さん方が

BPプログラムを受けることのできるチャンスをのがし
てほしくないと願ったからです。

大切な時期を逃したくない
　さっそく、クリニックに予防接種に来られた対象とな
るお母さん方に、看護師よりお声掛けすることで募集を
始めました。参加者が集まるかどうかという不安はあり
ましたが、定員枠いっぱいの申込みがあり、スタッフ皆
がほっとし喜びを感じるとともに、いいプログラムを作
り上げたいという緊張感で身が引き締まる思いでした。
　養成講座は受講したものの、実際のプログラムを見た
こともなく、真っ新なところに作り上げていく作業が始
まりました。会場設営を考え、備品をそろえること、駐
車場の調整等を行いながら、セッションを組み立てるた
めにファシリテーターガイドとのにらめっこの日々。ま
だまだ猛威を振るっていた新型コロナウイルス感染症へ
の恐怖と不安。万が一感染があったらどうしようという
心配を少しでも減らすため、事務局から送られてきた感
染予防対策を熟読し、プログラムに反映するように心が
けました。コロナ禍、計り知れない不安の中で子どもを
産み育てているお母さん方を思うと、この大切な時期を
逃したくないとさらに強く思いました。

開催してよかった
　そうして迎えたプログラム初日。初めての場所に戸惑
われる方もおられると思い、笑顔でお迎えすることを心
掛けましたが、プログラムが始まるまでのし～んと静か
な会場は、お母さん方や私の緊張を表しているようでし
た。でもプログラムが進むにつれ、お母さん方の表情も
和らぎ、お子さんのことや子育てのこと、パートナーの
ことなど、普段感じていることや思っていることなど、
心の内を少しずつ話し始める姿がありました。プログラ
ムの途中で赤ちゃんが泣きだしてあやすことも、おむつ
替えやおっぱいをあげることも活動の流れの中で自然と
ありましたが、赤ちゃんに寄り添われ、参加者同士、お
互いがプログラムにスムーズに参加できるように協力し
合う様子も見られるようになっていきました。近い月齢
の子育てをしているからこそ、大変さを共有でき、気兼
ねなく当たり前のこととして関わりあえるんだと感じま
した。
　初回、参加者から多く聞かれた感想は、「大人の人と
しゃべりたかった」ということでした。一日中、赤ちゃ
んの泣き声とお世話に明け暮れる２人きりの生活に気持
ちが行き詰まっていたこと、感染が気になって会いたい
人にも会えず、引きこもり状態になっていたことなどを
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教えてくださいました。こんな時期だからこそ、あえて
開催してよかったと改めて思いました。

少しずつ心に余裕が生まれてきた
　母親教室もなくなり、赤ちゃんを迎える心の準備もま
まならず、いざ赤ちゃんが産まれてもお母さん同士のつ
ながりを持てる場が閉鎖している…皆さん、コロナ禍の
影響を直接受けておられるようでした。近隣地域で緊急
事態宣言が出され、私たちはこのままプログラムを開催
してもいいのだろうかと心が揺れた時期もありました。
しかし、今を逃すと月齢的に参加できなくなるお母さん
が出てしまうことや、こんな時期だからこそつながりを
つくることが大切なのではないか、という思いで開催す
ることを決めました。もしかしたら申込みキャンセルの
連絡が入るのではないかという心配もしましたが、いざ
始まってみると、参加者同士知り合えたことの喜びや、
また会えることを楽しみにしているといった声をたくさ
ん聞くことができました。
　参加者同士のつながりは回を重ねるごとに近くなって
いくのを感じました。セッションの中で与えられるテー
マについて、真剣に日々の生活を振り返りながら話し合
いを重ねていく中でより踏み込んだプライベートな部分
を話せるようになっていったようでした。これは、ひと
りで頑張っていると思っていたのは私だけじゃなかった、
同じような思いを持っているお母さんが近くにいたんだ
という安堵感から心を開くことができたのだと思います。
そして少しずつ心に余裕が生まれてきたことで、ご自身
の子どもだけではなく、周りの参加者の子どもたちにも
目を向け、声を掛ける場面が増えていきました。

終わってからもつながりが続いて
　最終回には、参加者も赤ちゃんも場にすっかりと慣れ、
顔馴染みになった方々と会えることへの安堵感からか、
とてもリラックスした表情で和気あいあいと過ごしてく
ださいました。何よりも赤ちゃんの落ち着きに驚かされ
るほどで、泣く赤ちゃんがほぼいない回となり、お母さ
ん方の穏やかな気持ちが赤ちゃんにも伝わっているのを
感じました。皆さんからは、「子どもも自分も大事なん
だと思った。肩の力を抜いて子育てしたい」「情報過多
になっていて、できないことを探していた。これからは
できることを探して子育てしたい」「赤ちゃんがなんで
泣いているのかわからず、悲しくなり自分が不安定にな
っていた。泣いている理由が分かり力が抜けた」「同じ
子育てをしていくお母さんたちと共感できたことが何よ
りもうれしい。子育てが楽しくなった」「自分のことを
後回しにし過ぎていた。自分にもやりたいことがあった
ことを思い出させてもらった。やりたいと思う」等の声
を聞かせていただきました。
　最終回が終わった今では、定期的に皆さんで集まられ
たり、私たちの拠点まで赤ちゃんの成長や近況を伝えに
顔を出してくださったり、さらにつながりを紡いでくだ
さっているようで、とてもうれしく思っています。

目的をしっかり認識すること
　セッションを進める中で気を付けたいと思っていたの
は、参加者の様子を見守りながらプログラム全体をしっ
かりと把握すること、ファシリテーターとして出過ぎな
いことでした。しかし初日は、あまりにも気持ちに余裕
がなく、視野も狭くなってしまい、スムーズに進行をす
ることに意識がいき、時間ばかり気にしていたように思
います。また、参加者同士、話し合ってもらう時間を重
ねるごとに、話し合うことが負担になってはないだろう
かという遠慮する気持ちが芽生えていき、私自身が話し
合いの時間を苦痛に感じてしまうことがありました。
　そんな時も、ピアサポーターの方の存在は大きく、ア
ドバイスをいただいたことで、話し合いの大切さ、じっ
くりと時間を取ることの必要性を教えていただき、少し
ずつ迷いをやわらげることができました。なぜ話し合い
が必要なのか、何のために話し合ってもらうのかをしっ
かりと認識して、ファシリテーターとしてなすべきこと
と個人的な気持ちや思いの住み分けをすることも大切な
ことだと学びました。プログラム内の進めるべき課題を、
どうして今これをしているかという目的を再確認し、次
につなげていきたいと思いました。

参加者の気づき
　セッションの導入と結びの部分で毎回参加者自身に話
してもらう一人一言を楽しみに聞かせていただいていま
したが、はじめは後ろ向きだった発言が、回を重ねるご
とにポジティブな一言に変わっていったのが印象的でし
た。ただそこで感じたのは、今の情報化社会の中で子育
てされているお母さん方の楽しみと大変さでした。かわ
いい子育て、キラキラした子育てへの憧れ、どうしても
その部分がクローズアップされるネット社会の中で、そ
うはいかない実際の子育てとのジレンマに苦しまれたり、
数値化された子育て情報に翻弄されたり…。何を信じ、
何に頼ったらいいのか分からなくなっているお母さん方
が多くおられることを感じました。今回、このプログラ
ムを受けられたことで、キラキラ子育てを目指さなくて
もいいんだ、一人一人に育つペースや個性があるのが当
たり前なんだ、それはお母さん自身の生活にも言えるこ
となんだと気付かれたのが良かったと思いました。
　ただ、気になったのは、今回参加された方々はとても
パワーのある積極的なお母さん方だったように感じたの
ですが、中にはこのような会に出てきたくても踏み出す
勇気やエネルギーもなく、孤独に子育てに向き合ってい
るお母さん方もきっとおられるはずだと思いました。そ
のようなお母さん方にどのように働
きかけていけばいいのか、私たちに
何ができるのか模索していきたいと
感じました。
　この度、私自身がBPプログラム
に出会い、多くのつながりと学びを
いただけたことに心より感謝いたし
ます。ありがとうございました。
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